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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
北
海
道

で
第
二
波
が
到
来
し
、
東
京
都
に
次
ぐ
死
者
を
だ

し
、
札
幌
市
で
は
一
〇
万
人
あ
た
り
の
感
染
源
が

不
明
な
市
中
感
染
者
数
は
東
京
都
を
越
え
て
お
り

（
五
月
一
四
日
現
在
）、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。

　
道
は
、
四
月
二
〇
日
以
降
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
新
型
イ
ン
フ
ル
特
措

法
）
に
基
づ
く
休
業
を
全
道
に
要
請
。
ナ
イ
ト
ク

ラ
ブ
や
漫
画
喫
茶
、
パ
チ
ン
コ
店
、
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
な
ど
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
施
設
に
は
同
法
に

基
づ
き
休
業
を
要
請
し
、
法
令
に
基
づ
か
な
い
施

設
（
小
規
模
の
商
業
施
設
、
大
学
、
美
術
館
な
ど
）

に
も
休
業
の
協
力
を
要
請
し
、
飲
食
店
に
対
し
て

は
午
後
七
時
以
降
の
酒
類
提
供
自
粛
を
求
め
た
。

　
休
業
要
請
は
当
初
五
月
六
日
ま
で
と
さ
れ
て
い

た
が
、
五
月
一
五
日
ま
で
延
長
、
さ
ら
に
札
幌
市

を
含
む
石
狩
振
興
局
管
内
で
は
五
月
末
を
め
ど
に

再
度
延
長
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
地
区
で
は
飲
食
店

へ
の
酒
類
提
供
自
粛
な
ど
の
法
令
外
の
要
請
は
緩

和
さ
れ
た
。
約
四
〇
日
に
も
及
ぶ
要
請
期
間
や
期

間
以
前
か
ら
す
で
に
自
主
休
業
し
て
い
る
店
舗
も

多
い
。
売
り
上
げ
減
は
も
と
よ
り
、
従
業
員
の
解

雇
、廃
業
な
ど
想
像
を
超
え
た
影
響
が
出
て
い
る
。
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◇

　
困
窮
す
る
事
業
者
や
個
人
に
対
し
て
、
国
が
打

ち
出
し
た
の
は
、
最
大
二
〇
〇
万
円
の
持
続
化
給

付
金
、
個
人
へ
の
一
律
一
〇
万
円
給
付
金
を
中
心

散 射 韻散 射 韻

名
公
表
に
踏
み
切
っ
た
。
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
は
パ

チ
ン
コ
店
を
利
用
す
る
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
流

し
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
眉
を
し
か
め
た
。
パ
チ

ン
コ
店
の
み
が
店
名
公
表
の
対
象
に
な
り
「
自
粛

に
応
じ
な
い
身
勝
手
」
の
象
徴
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
経
営
者
ら
は
「
な
ぜ
パ
チ
ン
コ
店
だ
け
」「
つ

る
し
上
げ
だ
」
と
漏
ら
す
。

　
世
間
で
は
パ
チ
ン
コ
店
や
営
業
を
続
け
る
飲
食

店
に
も
バ
ッ
シ
ン
グ
を
行
う
「
自
粛
警
察
」
な
る

行
為
が
横
行
す
る
。
法
的
義
務
の
な
い
休
業
を
促

進
し
て
い
る
の
は
善
意
に
よ
る
協
力
と
、
国
民
の

同
調
圧
力
だ
。
一
部
で
は
、
罰
則
規
定
の
必
要
性

に
言
及
す
る
知
事
も
い
る
。
補
償
の
な
い
要
請
に

罰
則
が
伴
う
の
で
は
事
業
者
の
苦
境
は
ま
す
ま
す

深
ま
る
。

　
鈴
木
直
道
知
事
は
「
休
業
補
償
は
国
が
行
う
べ

き
。
道
の
支
援
金
は
休
業
補
償
で
は
な
く
、
と
て

も
見
合
う
額
で
は
な
い
」と
繰
り
返
し
主
張
す
る
。

道
財
政
も
、
政
府
か
ら
の
臨
時
交
付
金
で
も
支
援
金

さ
え
ま
か
な
え
ず
、
財
政
調
整
基
金
の
切
り
崩
し

が
始
ま
っ
た
。自
治
体
の
対
応
も
限
界
に
来
て
い
る
。

　
補
償
の
な
い
自
粛
を
国
民
に
強
要
す
る
曖
昧
な

や
り
方
を
、
丁
寧
な
説
明
に
よ
る
国
民
の
理
解
の

下
で
は
な
く
、
世
間
の
同
調
圧
力
を
利
用
し
て
通

そ
う
と
し
て
い
る
。
補
償
と
説
明
、
ど
ち
ら
の
責

任
か
ら
も
逃
れ
続
け
る
政
府
の
姿
勢
に
不
信
感
が

募
る
ば
か
り
だ
。

＜

隈＞

と
す
る
各
一
回
き
り
の
現
金
給
付
、
雇
用
調
整
助

成
金
の
拡
充
の
ほ
か
、
無
利
子
の
融
資
と
い
う
借

金
だ
。
道
は
休
業
要
請
に
応
じ
た
事
業
者
に
「
支

援
金
」
と
称
し
た
最
大
三
〇
万
円
（
五
月
一
六
日

以
降
一
〇
万
円
追
加
予
定
）
を
支
払
う
ほ
か
は
、

中
小
企
業
へ
の
無
利
子
融
資
が
中
心
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
休
業
補
償
で
は
な
い
。
国
は
新
型

イ
ン
フ
ル
特
措
法
に
休
業
規
定
が
な
い
こ
と
も
あ

り
、
休
業
補
償
に
後
ろ
向
き
だ
。
さ
ら
に
、
日
本

の
対
策
は
必
要
以
上
に
私
権
を
制
限
し
な
い
形
を

取
り
、
休
業
は
強
制
力
が
な
く
罰
則
も
な
い
。
あ

く
ま
で
要
請
に
自
主
的
に
応
じ
る
と
い
う
位
置
づ

け
を
と
る
。
だ
が
、
多
く
の
店
舗
が
休
業
し
て
い

る
状
況
か
ら
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
実
質
的
に
は

強
制
に
近
い
。

　
憲
法
二
九
条
は
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
私
有
財

産
を
用
い
る
条
件
と
し
て
「
正
当
な
補
償
」
を
挙

げ
て
い
る
。
私
有
財
産
を
休
業
と
い
う
形
で
、
感

染
防
止
と
い
う
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
実
施
し
た

の
だ
か
ら
補
償
は
し
か
る
べ
き
だ
。
だ
が
、
国
は

「
強
制
か
自
主
的
か
」
の
曖
昧
さ
の
な
か
で
補
償

の
責
任
を
逃
れ
続
け
て
い
る
。
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　「
強
制
か
自
主
的
か
」
の
象
徴
が
、
ニ
ュ
ー
ス

や
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
通
し
て
お
茶
の
間
を
苛
立
た

せ
て
い
る
パ
チ
ン
コ
店
の
営
業
だ
ろ
う
。
道
は
五

月
一
〇
日
に
、新
型
イ
ン
フ
ル
特
措
法
に
基
づ
き
、

要
請
に
応
じ
ず
営
業
し
た
パ
チ
ン
コ
店
六
店
の
店

補償無き休業要請


